
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指
標を達成した教師80％以上

・教職員間でマイプランを共有するとともに、校内研究会
等により取組の促進を図る。

Ａ
・校内研究会において、全国学力・学習状況調査の結果分析を行い、課
題に対する共通理解を図るとともに、課題対策に向けた取り組みを共通
実践している。 Ａ

・アンケート調査において、マイプランの成果指標を達成できたと回答した教師は８５％。
・校内研究会において、「主体的に学習に取り組む態度」を評価する「ふりかえりシート」を作成し、全
教科、全学年で共通実践することができた。次年度も継続して取り組む。 Ａ

・授業を見ても、落ち着いているように感じた。
・継続して取り組んで欲しい。 横尾（校内研究）

○学びに向かう力を高める指導方法の工夫と授業
の実践

○12月に行う生徒アンケートにおいて「話し合う活動」に
肯定的な回答をした生徒80％以上、「理由や根拠を付け
て発表ができる」と回答をした生徒50％以上
○12月の県学習状況調査の学びに向かう力、人間性等
を問う設問において、県平均を上回る生徒50％以上

・校内研究会での取り組みを、自らの日々の授業実践や
自己評価に生かす。
・学びに向かう力を高めるために、校内研究会において
リフレクションシート等を開発する。 Ａ

・「話し合い活動」や「理由や根拠をつけた発表」、問題や資料の内容を
理解しているかを確認する「読み取り活動」を取り入れる授業を実践して
いる。
・校内研究会において、「ふりかえりシート」の作成を行い、共通実践を
行っている。

Ａ

・アンケート調査において、思考力・判断力・表現力を育成するために指導方法を工夫して
いると回答をした教員は８５％。
・校内研究会で作成した学びに向かう力を高めるための「ふりかえりシート」を、全職員が
日々の授業実践や自己評価に生すことができた。

Ａ

・卒業生が希望の進路実現ができてよかった。
・２年生が学力を維持できているのが、先生方の指導のおか
げだと思う。
・１年生の数学、英語の基礎基本の定着に力を入れてほしい。
・継続して取り組んで欲しい。

栗山（学力向上）

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者へ
の思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○アンケート調査で「いじめ・差別・暴力のない学校」と回
答をした生徒80％以上
○道徳の授業で自分の意見を考えることができる等、道
徳に関するアンケートにおいて肯定的な回答をした生徒
80％以上

・年度初めに全クラスでいじめに関する道徳・学活の授
業に取り組む。
・人権週間や「いのち・生き方を考える日」では、生徒主
体の取り組みを行い、人権意識を高める。
・ＱＵテストの結果をもとに個別に支援を行い、学級満足
群のポイントを上げる。 Ａ

・全クラスでいじめに関する道徳科の授業に取り組み、人権について考
える機会を保障している。
・「いのち・生き方を考える日」や学年集会、日々の朝の会、帰りの会で、
人権意識を高める取り組みを行っている。
・QUテストについて、５月と11月に実施し、学級満足群を高める取り組み
を行っている。

Ａ

・アンケート調査において、「友だちに思いやりの心をもって行動しているか」の項目で肯定
的な回答をした生徒は９８％と高い値を示した。
・「いじめ・差別・暴力がない学校」の項目では肯定的な回答をした生徒は７４％で、わずか
に目標の８０%に届かなかった。「思いやり」と「いじめ」の項目のギャップを埋める心の教育
を行っていく必要がある。
・１２月に保護者参観のふれあい道徳を行った。１年生は「公平さ」、２年生は「感謝」、３年
生は「よりよく生きること」ついて考えさせることができた。
・道徳の授業を中心に、あらゆる活動の場面において、今後も引き続き心の教育を行って
いく必要がある。

Ａ

・登下校時にあいさつをよくするなど、優しい子どもが多い。
・制限がある中でも、行事等で活躍の場を設けられているのを
感じる。
・継続して取り組んで欲しい。 小林（道徳教育）

多々良（人権教育）

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○アンケート調査で「いじめ・差別・暴力がない学校にな
ることを目指して指導している」と回答した教員90％以上
〇アンケート調査で『生徒に「役割・出番」を与え、「承認」
することを意識した指導を行っている』と回答した教員
80％以上

・学年経営・学級経営を通して、いじめを発生させない雰
囲気づくりに努める。
・道徳の授業を通し、道徳性を育成する。
・学校行事や生徒会活動で生徒がより主体的に取り組む
場を用意し、「役割・出番」→「承認」→「成長」というサイ
クルを実践することにより、生徒に達成感・成就感、自己
肯定感をもたせる。

Ａ

・５月にいじめ防止対策拡大委員会を行い、本年度の状況や指導方針
について共通理解を行った。
・６月と11月に学校生活アンケートをj実施し、即時対応型の臨時いじめ
防止対策委員会を開き、今後の指導方針について協議、継続指導を
行っている。
・毎月末に生活アンケートを実施し、いじめの早期発見に努めている。ま
た、アンケートでの訴えに対しては、即日「いじめ対策委員会」を立ち上
げ、指導の方針を決めている。
・多くの行事が中止・縮小となる中でも、学校行事や生徒会活動で生徒
の出番を多くつくり、自己肯定感を高める取り組みを工夫している。

Ａ

・アンケート調査において、「いじめ・差別・暴力がない学校になることを目指して指導して
いる」と『生徒に「役割・出番」を与え、「承認」することを意識した指導を行っている』に対し
て肯定的な回答をした教員は１００％、保護者も９０％以上であった。生徒アンケートでは、
７５～８０％だったため、その差を埋めるために、生徒の細かい変化に気付き組織的に取
り組む必要がある。
・気になる事案の発生や生活アンケート等の結果を受けて、即時対応型の臨時いじめ防
止対策委員会を開き、今後の指導方針について協議、継続指導を行うことができた。

Ａ

・いじめ等に職員全員で、早期発見、早期対応に取り組んでい
ることを感じる。
・継続して取り組んで欲しい。

浜本（生徒指導）

石戸（教育相談）

◎自らの夢や目標に向けて努力する気持ちを高め
る教育活動の推進

◎「自らの夢や目標の実現に向けて努力する気持ちがあ
る」と回答する生徒70％以上
◎「中原中学校や地域が好きだ」と回答する生徒70％以
上

・学級活動や総合的な学習の時間等で、生徒に夢や目
標について自ら考えさせる場面を設定する。
・全校朝会や学校便りで中原中学校や地域の歴史等を
生徒に伝える。

Ａ

・コロナ禍で様々な行事において制約があった中、各学年で工夫を凝ら
して生徒に夢や目標をもたせる取り組みを行っている。生徒が活躍でき
る場をつくり、自ら考え行動する取り組みを進めている。
・全校集会や学校便りを通して、校区やみやき町の歴史についての知識
を深めることができている。

Ａ

・アンケート調査において、「自らの夢や目標の実現に向けて努力する気持ちがある」と回
答した生徒は83％。
・「中原中学校や地域が好きだ」と回答した生徒は８５％。
・将来の夢や目標の実現に向け、コロナ禍の制限の中で日々の学習や部活動に積極的に
取り組むことができた。
・各学年各学級において、生徒の発達段階に応じた進路学習と関連させながら、夢や目標
をもつことの大切さ、努力の重要性について話をすることができた。教師の日々の活動が
少しずつ生徒をよりよい方向へ導いていると考える。

Ａ

・地域を好きな子どもが多くて、うれしく思う。
・継続して取り組んで欲しい。

横尾（学級活動）

松隈（総合的な学習）

松枝（教務）

●健康・体つくり

●望ましい生活習慣の形成 ●「早寝・早起き・朝ごはん」を呼びかけ、生徒・保護者と
もに達成率80％以上
●給食後の歯みがきの励行を呼びかけ、生徒の達成率
80％以上

・集会等で「早寝・早起き・朝ごはん」の重要性について
保健指導を行う。
・保健便りや掲示物等で啓発する。
・保健室来室者や生活習慣が乱れている生徒に個別に
保健指導を行う。
・生徒会で食後の歯みがきを呼びかける。
・歯科衛生士による歯みがき講話を行う。

Ａ

・「早寝・早起き・朝ごはん」等の生活習慣について各種集会や通信、放
送等で生徒会と協力しながら保健指導を行っている。
・保健室来室者などで生活習慣が心配な生徒に関しては個別の保健指
導を行うとともに、保護者と連携し食生活や睡眠等の改善を図ってい
る。
・歯科衛生士講話は１２月に実施予定。

Ａ

・アンケート調査において、「早寝・早起き・朝ごはん」ができていると回答をした割合は、生
徒８０％、保護者９０％。
・保健室来室者などで、生活習慣が心配な生徒は個別指導をすることができた。また、保
護者に伝え生活習慣の改善等連携することができた。
・歯科衛生士講話を１２月実施することができた。

Ａ

・喫食率を上げるために、ご家庭の協力が必要となってくる。
・継続して取り組んでほしい。

石戸（健康安全）

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を
遵守する

・週１回、定時退勤日を設定する。
・夏季休業中及び冬季休業中に学校閉庁日を設定す
る。
・週２回、部活動休養日を設定する。うち１日は、月曜日
に統一する。 Ｂ

・統一して月曜日を定時退勤日と設定している。
・学校閉庁日について、夏季休業中は４日設けた。冬季休業中は６日設
定する予定。
・すべての部活動で、週２回の部活動休養日を設定し、実行することが
できている。
・担当する業務により、時間外在校時間が多くなっている。８月を除いた
４月から10月までの平均時間外勤務は、44．6時間となっている。

Ａ

・週１回の定時退勤日を月曜日と定め、週２回の部活動休養日の徹底を図った。
・１月より、月曜日の校時の改善(掃除カット)により、定時退勤できる教師が多くなった。
・各教師が業務効率化を図り、退勤時間が早くなった。
・学校閉庁日を夏季休業中に５日、冬季休業中は６日設定した。

Ａ

・業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減に向けた取り組
みには評価を上げてもいいと思う。
・来年度の課題として、継続して取り組んでほしい。 松枝（教務）

教頭

○校務等の効率化の促進 ○各分掌の業務が組織的に分担して遂行できていると
回答する教職員70％以上
〇教職員の時間外勤務について、前年度と同等とする

・各分掌の業務を主任（チーフ）に伝え、分掌メンバーで
分担して遂行するように呼びかける。
・各教職員の勤務時間を把握し、衛生管理委員会を活用
しながら、時間外勤務が多い教職員を面談するなどし
て、原因と解決方法を探る。

Ｂ

・分掌により、業務の分担が図られているものと、チーフに過多に偏って
いるものがある。
・時間外勤務が増えている傾向にある。時間外勤務が増加している教職
員について、衛生管理委員会を活用し解決方法を見出していかなけれ
ばならない。

Ｂ

・各分掌の業務が組織的に分担して遂行できていると回答をした教員は９０％。昨年度比
１０％増。
・教職員の時間外勤務は、大幅削減した前年度月平均３６．２時間を今年度も月平均３４．
９時間に維持することができた。
・学期ごとに衛生管理委員会を開き、時間外勤務が多い教職員についての把握をし、業
務等の見直しを行った。

Ｂ

・はっきりと数値として表れていることに驚いた。
・継続して取り組んでほしい。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒指導

○生徒指導・教育相談体制の充実

○特別支援教育の充実

〇教育活動の中に、開発的生徒指導の手法を積極的に
取り入れ、アンケート調査で『生徒に「役割・出番」を与
え、「承認」することを意識した指導を行っている』と回答
した教員80％以上
〇生徒の課題解決・自己実現に向け、年２回の教育相
談の実施
〇生徒の情報交換を密にするため、組織力を強化し、週
１回の生徒指導委員会と月１回の生徒指導協議会の実
施

〇年間２回、特別支援教育の職員研修の実施
〇月１回の生徒指導協議会での情報共有

・節目節目の黄金の１週間や、「役割・出番」→「承認」→
「成長」というサイクルを教育活動全体で実践する。
・年２回の教育相談を実施するとともに、気軽に相談でき
る雰囲気づくりに努め、不適応や不安を抱えた生徒の早
期発見に努める。ＳＣやＳＳＷおよび関係機関と連携し、
早期に対応する。
・毎週生徒指導委員会を開催し、SCやＳＳＷにも参加し
てもらい、生徒の情報交換を密に行うことにより早期解
決を図る。

・特別支援教育の研修においては、支援学級の情報共
有や、ＵＤなど交流学級でも実践できる内容を扱う。
・生徒指導協議会において、情報を共有し、共通理解を
図る。

Ａ

・生徒の情報交換を密にするため、週１回の生徒指導委員会と月１回の
生徒指導協議会を実施している。ＳＳＷに定期的に参加してもらうこと
で、生徒の様子や保護者の思いなど、細かい部分まで把握する機会が
増え、連携を取ることができている。
・ＳＣやＳＳＷおよび関係機関と連携し、不登校傾向の生徒や悩みを抱
えている生徒が相談しやすい体制を整えている。
・生活アンケートや教育相談を通して、生徒の変化に気付き、組織的に
対応を行っている。
・今後は、生徒の様子を観察したり、聞き取りを行う中で、生徒の不安や
不適応に早急に対応していきたい。
・６月と10月に全校生徒に教育相談を実施した。
・特別支援教育に関する職員研修において、支援学級の情報共有や、
ＵＤなど交流学級でも実践できる内容を扱い、教室掲示等で共通実践し
ている。
・エリアリーダーや巡回相談を活用し、個に応じたきめ細かい支援を実
践している。

Ａ

・アンケート調査において、生徒に「役割・出番」を与え、「承認」することを意識した指導を
行ったと肯定的な回答をした教員は１００％。また、生徒８７％、保護者９１％が肯定的意
見だった。コロナ禍が続く中で各学年工夫して学校行事を行っている成果と考える。
・いじめ・差別・暴力についての項目では、肯定的な回答は教員１００％、保護者８５％と高
いものの、生徒は７５％とやや低い結果であった。
・「先生に相談しやすいか」の項目も生徒の肯定的な回答は７１％であったため、今後、よ
り生徒の考えを聞きながら組織的に取り組む必要がある。
・不登校や気になる生徒について、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、
スチューデントサポートフェイス、町教育委員会、フリースクール、病院等、関係機関等と
積極的に情報共有をしながら、連携して支援にあたった。
・週１回の生徒指導委員会と月１回の生徒指導協議会では、ＳＳＷに定期的に参加しても
らい、密に情報交換を行うことができた。
・「個々の特性に配慮した指導を行っている」の項目に肯定的に回答した教員は１００％。
・年２回の特別支援教育に関する研修は、感染症予防のため１回のみの実施であった。
・特別支援教育エリアリーダーの巡回相談を実施することができた。
・不登校の生徒に対し、SSFやSSWなどの関連機関につなぐことで登校を促すことができ、
登校できる日数が増えた。

Ａ

・「役割・出番・承認」を意識しながら、予防と早期対応に重点
をおいた指導をしてもらっていることを感じる。
・不登校生徒が多いように思うが、継続的に関わりをもたれて
いることを感じる。
・不登校生徒については、保護者も困り感をもたれていると思
うので、今後も登校刺激をしていってほしい。
・不登校生徒について、学校も十分取り組まれているので、何
か協力できることがあればと思う。
・継続して取り組んでほしい。

浜本（生徒指導）

石戸（教育相談）

待鳥（特別支援教育Ｃ）

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 みやき町立中原中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・２月に学校評価アンケートを実施した。保護者及び生徒アンケートでは、すべての項目について肯定的な回答が過半数であり、おおむね好意的な評価を得ることができた。。
・校内研究を中心として、学びに向かう力を高める指導方法の工夫のため、評価方法の充実をめざしてながら、重点目標達成に向けた共通した教育実践を行うことができた。
・教職員の働き方改革の推進のため、衛生管理委員会等を活用し業務の見直しを図ることで、全職員が意識した取り組みを行うことができた。
・次年度も継続して、指導と評価の一体化を目指した授業改善や開発的生徒指導、道徳教育の充実、また働き方改革に全職員で取り組みたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・保護者、生徒アンケートでは、すべての項目について肯定的な回答が過半数であり、好意的な評価を得ている。

・校内研修を中心に、「思考スキルを用いた問題解決的な学習活動」を仕組んだ授業実践を積み重ねるなど、重点目標達成に向けた教育実践を行うことができた。

・次年度は、学びに向かう力を高める指導方法を模索するとともに、継続して開発的生徒指導や道徳教育の充実に全職員で取り組みたい。

２　学校教育目標
　ふるさと中原を担う生徒の育成

　～自律と共同を通して～

３　本年度の重点目標
①　開発的生徒指導の推進　　　　　②　夢（志）、目標をもたせる　　　　　③　道徳教育の充実

④　学力向上のための取組継続　　　⑤　ふるさと中原に対し愛着をもたせる　⑥　保護者との連携


